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ひとのチカラについて 
 
 

(1) 「第３期実施計画」の策定の趣旨 

・ 県では、県政運営の総合的・基本的指針を示す総合計画として、平成

24年に「かながわグランドデザイン基本構想」（以下「基本構想」とい

う。）及び「かながわグランドデザイン実施計画」を策定するとともに、

27年に「かながわグランドデザイン第２期実施計画」（以下「第２期実

施計画」という。）を策定し、様々な課題への対応を着実に進めてきた。 

・ 平成30年度に「第２期実施計画」の最終年度を迎えたことから、政策

全般について点検を行った結果、少子高齢化、グローバル化、技術革新

の動きなどに進展はあるものの、「基本構想」策定時の社会環境につい

ては、変化の傾向が継続していることが確認できた。また、国連におい

て採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念と県がこれまで進

めてきた取組みは、軌を一にするものであることも確認できた。 

・ こうしたことから、今後も現行の「基本構想」の方向性に沿って政策

を推進することとし、「かながわグランドデザイン第３期実施計画」

（以下「第３期実施計画」という。）を策定して取り組むこととした。 
 

(2) 経緯 

平成31年４月15日 総合計画審議会への諮問 

４月17日 県民意見募集等の実施（５月16日まで） 

４月19日 総合計画審議会計画推進評価部会・計画策定専門

部会（以下「部会」という。）における「第３期

実施計画（素案）」の審議 

令和元年５月17日 第２回県議会定例会 全常任委員会へ「第３期実

施計画（素案）」の報告 

５月22日 総合計画審議会における「第３期実施計画（素

案）」の審議 

５月30日 部会における「第３期実施計画（案）」の審議 

６月６日 総合計画審議会における「第３期実施計画（案）」

の審議 

６月26日 第２回県議会定例会 全常任委員会へ「第３期実

施計画（案）」の報告 

７月24日 総合計画審議会から答申 

７月30日 第３期実施計画を策定 
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(3) 「第３期実施計画」の概要 

・ 県の政策の全体像を総合的・包括的に示す「主要施策」などをまとめ

た「主要施策・計画推進編」と、喫緊の課題に対応するため先進性や発

展性などをもった重点施策を分野横断的にとりまとめ、ねらいや具体的

な取組みなどを示した「プロジェクト編」で構成する。 

ア 計画期間 

令和元年度～令和４年度（４年間） 

イ プロジェクト編の構成 
 

１ 策定に当たって 

２ プロジェクト（５つの柱と23のプロジェクト） 

柱Ⅰ 健康長寿 

１  未病      ２ 医療        ３ 高齢者 

４ 障がい児・者 

柱Ⅱ 経済のエンジン 

５ エネルギー   ６ 産業振興      ７ 観光 

８ 農林水産 

柱Ⅲ 安全・安心 

９ 減災      10 治安        11 安心 

柱Ⅳ ひとのチカラ 

12 男女共同参画  13 子ども・青少年  14 学び・教育     

15 文化芸術    16 スポーツ       17 雇用 

柱Ⅴ まちづくり 

18 地域活性化   19 多文化共生      20 協働連携       

21 自然          22 環境        23 都市基盤 

３ かながわグランドデザインとＳＤＧｓ 

４ 神奈川の戦略 

(1) ヘルスケア・ニューフロンティアの推進   

(2) 人生100歳時代 

(3) ロボットと共生する社会の実現 

(4) ともに生きる社会かながわの実現 

(5) 地方創生の推進 

(6) マグネット・カルチャーの推進 
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(7) グローバル戦略の推進 

(8) 未来社会創造 

５ 計画推進のための行政運営 

(1) ＩＣＴ・データの利活用 

(2) 持続可能な行政サービスの提供 

(3) 多様な担い手との連携 

(4) クロスによる施策展開 

(5) 戦略的な広報の実施 

６ プロジェクトの指標・ＫＰＩ 

７ プロジェクトと主要施策との関係 

参考 神奈川をとりまく状況 

 

ウ 主要施策・計画推進編の構成 
 

主要施策 

１ 政策分野別の体系     ２ 地域別の体系 

Ⅰ エネルギー・環境     ○ 川崎・横浜地域圏 

Ⅱ 安全・安心        ○ 三浦半島地域圏 

Ⅲ 産業・労働        ○ 県央地域圏 

Ⅳ 健康・福祉        ○ 湘南地域圏 

Ⅴ 教育・子育て       ○ 県西地域圏 

Ⅵ 県民生活 

Ⅶ 県土・まちづくり 

計画推進 

１ 計画の進行管理 

２ 個別計画・指針 

３ プロジェクト事業費 

 

付属資料 

かながわグランドデザイン第３期実施計画の策定経過 

神奈川県総合計画審議会答申 

神奈川県総合計画審議会委員名簿 

県民参加などの概要 
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(4) 柱Ⅳ「ひとのチカラ」にかかるプロジェクトについて 

 

＜趣旨＞ 

女性の活躍支援、子ども・子育てへの支援、生きる力を高める学びや

学校教育、文化芸術やスポーツに親しむ機会の充実、産業人材の育成や

就業支援などに取り組むことにより、誰もが自らのチカラを発揮し、一

人ひとりが輝いて、心豊かに躍動する神奈川を実現します。 

 

PJ12 男女共同参画（第３期実施計画 プロジェクト編 40ページ） 

～誰もがお互いを尊重し、共に参画し活躍できる社会づくり～ 

＜背景とねらい＞ 

様々な分野で女性の活躍が進む一方、長時間労働をはじめ

とする男性中心型労働慣行や性別による役割分担意識は依然

として根強く残っており、出産や介護に伴う女性の就業継続

やキャリア形成を難しくするとともに、家庭や地域活動への

男性の参画を阻む大きな壁となっています。 

そこで、あらゆる分野における男女共同参画を一層進める

ため、固定的な役割分担意識の解消や企業における働き方改

革の取組みを促進するとともに、配偶者等からの暴力防止や、

様々な困難を抱えた女性などに対する支援に取り組み、誰も

が互いの人権を尊重し、性別にかかわりなく、共に生き、共

に参画し、笑ってくらせる社会をめざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・あらゆる分野における男女共同参画 

・職業生活の充実とワーク・ライフ・バランスの実現 

・暴力や差別のない健やかで安心なくらし 

 

PJ13 子ども・青少年（第３期実施計画 プロジェクト編 42ページ） 

～子ども・青少年が健やかに成長できるかながわをめざして～ 

＜背景とねらい＞ 

女性の就業率が上昇し、保育所や放課後児童クラブへのニ

ーズが増加する中、核家族化や地域のつながりの希薄化に伴

い、子育ての悩みや不安を相談できる相手が身近にいないこ

となどが課題となっています。多くの若者が家庭を持つ希望

をかなえるためにも、社会全体で子育てを支えるしくみの充

実が重要です。 
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また、児童虐待、子どもの貧困、ひきこもり、インターネ

ットトラブルなど、子ども・青少年をとりまく環境は厳しさ

を増しています。 

そこで、結婚から育児までの切れ目ない支援を通じて少子

化対策に取り組むとともに、支援を必要とする子どもを守る

体制づくりや、青少年の健全育成と社会的自立の支援を行い、

すべての子ども・青少年が健やかに成長できるかながわをめ

ざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・結婚から育児までの切れ目ない支援 

・支援を必要とする子どもを守る体制づくり 

・青少年の健全育成と自立の支援 

 

PJ14 学び・教育（第３期実施計画 プロジェクト編 44ページ） 

～生涯を通じたかながわの人づくり～ 

＜背景とねらい＞ 

少子化による児童・生徒数の減少、グローバル化の進展、

ＡＩなどをはじめとする技術革新やそれに伴う産業・就業構

造の変化など、社会環境は急速に変化しています。また、健

康寿命が延びており、人生100歳時代を迎えています。そうし

た中、人生を豊かに、笑って生きるため、社会環境の変化に

対応し、生涯にわたって能動的に学び続けることで自らの能

力を高めるとともに、それを様々な場面で発揮することが期

待されています。 

そこで、県立高校改革をはじめとした一人ひとりの「生き

る力」を高める学校教育の充実、県民の生涯にわたる学びの

機会の提供、学校などを核として地域におけるコミュニティ

の形成を図るなど学びを支える環境づくりに取り組み、生涯

を通じたかながわの人づくりを進めます。 

＜具体的な取組み＞ 

・生涯にわたる学びの推進 

・生涯にわたる学びを支える環境づくり 
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PJ15 文化芸術（第３期実施計画 プロジェクト編 46ページ） 

～文化芸術の魅力で人を引きつけ、心豊かで活力ある地域の実現～ 

＜背景とねらい＞ 

文化芸術により真にゆとりと潤いを実感できる心豊かな県

民生活と、活力に満ちた地域づくりの実現が求められていま

す。特に、東京2020大会に向け、伝統芸能を含む文化芸術に

より地域のにぎわいを創出するとともに、その成果をレガシ

ーとして、大会後もコミュニティの再生・活性化に生かして

いくことが必要です。 

そこで、文化芸術の魅力で人を引きつけ、地域のにぎわい

をつくり出す、マグカル（マグネット・カルチャー）の取組

みのさらなる展開を図るとともに、笑いがあふれる社会の実

現を後押しします。また、年齢や障がいなどにかかわらず、

子どもから大人まで、あらゆる人の文化芸術活動の充実を図

ることで、共生社会づくりに寄与するとともに、心豊かな県

民生活の実現に向けて取り組みます。 

＜具体的な取組み＞ 

・県民の文化芸術活動の充実 

・文化資源を活用した地域づくりの推進 

・文化芸術の振興を図るための環境整備 

 

PJ16 スポーツ（第３期実施計画 プロジェクト編 48ページ） 

～誰もが生涯にわたりスポーツに親しめる社会の実現～ 

＜背景とねらい＞ 

ラグビーワールドカップ2019TM、東京2020大会、ねんりんピ

ックかながわ2021が３年続けて順次開催されます。これらを

契機にスポーツに対する関心の高まりが見込まれる中、誰も

が生涯にわたりスポーツに親しむことができる地域社会の実

現とともに、スポーツイベントの成果を次世代へも継承して

いくことが求められています。 

そこで、この機会を捉え、乳幼児から高齢者までのライフ

ステージに応じたスポーツ活動を推進し、未病の改善や健康

寿命の延伸につなげていくとともに、スポーツ環境の基盤と

なる「人材」の育成と「場」の充実など、スポーツ活動を拡
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げる環境づくりを一層推進します。 

また、東京2020大会等を成功に導くことで、それらのレガ

シーの創出・継承に取り組みます。 

こうした取組みを通して、すべての人が自分の運動機能な

どに応じて、スポーツを「する」「観る」「支える」ことが

できるよう「かながわパラスポーツ」を推進し、誰もが、い

つでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しみ、笑いがあ

ふれる生涯スポーツ社会の実現をめざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進 

・スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進 

・大規模なスポーツイベントを盛り上げ、レガシーを創出・

継承する取組み 

 

PJ17 雇用（第３期実施計画 プロジェクト編 50ページ） 

～一人ひとりが輝きながら働ける神奈川～ 

＜背景とねらい＞ 

人生100歳時代において、超高齢社会を乗り越え経済のエン

ジンを回していくためには、働き方改革を進め、働く意欲の

あるすべての人がその能力を発揮し、生き生きと働くことが

できる社会の実現が求められています。 

そこで、ワーク・ライフ・バランスの実現や労働環境の整

備を支援し、若年者、中高年齢者、女性、障がい者などの多

様なニーズに対応した就業支援、企業と求職者のニーズに対

応した人材育成を進めるとともに、新たな労働の担い手とし

て外国人材の育成・活躍支援などに取り組み、一人ひとりが

輝きながら働くことができる神奈川の実現をめざします。 

＜具体的な取組み＞ 

・就業支援の充実 

・産業を支える人材育成 

・外国人材の育成・活躍支援 


